
 
 
 
男子第一部 
 
準決勝戦 
 
    旭化成     ５    －  ０  九州電力 

 
（先鋒）松山 毅  ４段 ○ 小外掛       川野 達也 ３段 
（次鋒）木村 純  ３段 ○ 小外掛      南  陽大 ４段 

（中堅）大鋸 新  ５段 ○ 送襟絞        近藤 和正 ３段 
（副将）増渕 樹  ４段 ○ 大内刈      川波 慎太郎３段 
（大将）齋藤 制剛 ４段 ○ 横四方固     山本 泰三 ３段  
 
 
    ダイコロ   代①    －  １  旭化成Ｂ 

 
（先鋒）宮下 和也 ３段    引分      川添 佑  4 段 
（次鋒）合田 良太 ３段    優勢勝     出口 雄樹  3 段 

（中堅）稲澤 真人 ４段    引分      角地 信太郎 5 段  
（副将）稲葉 将太 ３段    引分      田中 貴大 3 段 
（大将）吉薗 勇太 ３段    優勢勝     白井 勇輝 4 段 
  
（代表）稲葉 将太 3 段    判定勝     田中 貴大 3 段  
 
 
決勝戦 
 
決勝戦は、昨年に引き続き旭化成とダイコロの決戦となった。目下十連覇中の

常勝旭化成に悲願の初優勝を賭けてダイコロが挑む。 
 
先鋒戦。体格とパワーで圧倒する旭化成Ａの松山も８１ｋｇ級のダイコロ稲葉

を持て余し、稲葉は組み際に勝機を見出そうとするも果たせず、見るべき攻防

も無く、１分３３秒と２分２５秒にそれぞれ指導１を受けて、緒戦を引分ける。 
 



次鋒戦。大型選手同士の一戦。旭化成Ａの木村は右内股、ダイコロ合田は右大

外刈で、時折相手をぐらつかせるが、あと一つ及ばず。３９秒には木村が不用

意に片襟を握り指導を受ける。しかし、その後は徐々に木村のペースとなって、

２分１１秒に合田に指導１。そして迎えた３分１１秒、激しい組み手争いの最

中、木村が釣手を右片襟に持ち替え、素早く大内刈で牽制した後、右刈足を大

きく伸ばし、大外刈で刈り込むと、これが見事に決まり豪快な一本。 
 
中堅戦。７３ｋｇ級全柔連シニア強化選手のダイコロ稲澤は、１８６ｃｍ、１

３０ｋｇ、旭化成Ａ大鋸に引き手を許さず猛攻を凌ぐも、大鋸の巨体の前には

如何とも為し難し。稲澤は攻撃機会を見出せぬまま１分３５秒に両者指導１の

後は、指導３まで受け、旭化成Ａが２点連取。 
 
副将戦。身長差１３ｃｍの旭化成Ａ増渕であるが、ダイコロの小兵、吉薗の巧

みな右組み手に引き手を捉え切れず、やむなく両襟を掴んで左内股で攻めるが、

引き手が効かず、ポイント奪取に至らず。一方、吉薗は、増渕の猛攻の前に反

撃機会を見出せず、守勢が続き指導２まで受けてブザー。ここに旭化成Ａの２

７回目の優勝、十一連覇の快挙成る。 
 
大将戦。中盤、試合巧者の旭化成Ａの齋藤はダイコロ宮下の後ろに回り込むと、

左内股で反撃を試みる宮下に抱き付き、股の中から前方に転がして技ありを奪

う（１分３３秒）。齋藤はその後の宮下の反撃を巧みに捌く。 
 
重量級と中量級の戦いの色彩の濃い決勝戦となったが、終わってみれば４対０

の大差で旭化成Ａが連勝記録を十一に伸ばして、大会を終えた。 
 
尚、男子第１部は、初戦敗退の４チームによる抽選の結果、戸髙鉱業社と東レ

滋賀の２チームが第２部に回ることになった。 
 
 
    旭化成Ａ     ４    －  ０  ダイコロ 

 
（先鋒）松山 毅  ４段   引分       稲葉 将太 ３段 
（次鋒）木村 純  ３段 ○ 大外刈      合田 良太 ３段 

（中堅）大鋸 新  ５段 （指導３）       稲澤 真人 ４段 
（副将）増渕 樹  ４段 （指導２）     吉薗 勇太 ３段 
（大将）齋藤 制剛 ４段  優勢勝      宮下 和也 ３段  


